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法学部法制史資料室資料紹介
法学部法制史資料室　　口石　久美子

学内所蔵特殊コレクションシリーズNo.１９

　法制史資料室は法学部研究室図書室の一
部ですが、独立の書庫と閲覧スペースを備
え、法学部４号館地下１階にあります。
　特に○○コレクションとして学内外に知
られるような資料はありませんが、宮崎道
三郎先生以来、中田薫先生、石井良助先生
など歴代の法制史講座担当教授が収集した
資料数千点を所蔵しています。
　それでは法制史資料室所蔵資料の概要を
ご紹介します。

Ⅰ　古代・中世

　古代・中世資料の主要なものとしては、
まず寺院文書として、参鈷寺文書（さんこ
じもんじょ）、城東寺文書（じょうとうじも
んじょ）、さらに京都の東寺に伝存した東
寺百合文書（とうじひゃくごうもんじょ、

国宝）の写真帳（Ａ４判）一揃があります。
　次に、東大寺領の庄園の関係文書として、
周防国与田保文書（すおうのくによだのほ
もんじょ）、美濃国茜部庄文書（みののくに
あかなべのしょうもんじょ）があります。
　武家法制資料としては、御前落居記録
 （ごぜんらっきょきろく）、御前落居奉書
 （ごぜんらっきょほうしょ）がありますが、
これらは室町幕府第六代将軍足利義教がお
こなった訴訟案件の決裁に関わる文書で、
中期室町幕府の法制資料として最も重要な
ものとされています。また、長禄元（１４５７）
年に室町幕府によって発せられた雑務沙汰
関係の条々 （写）である長禄御禁制条目
 （ちょうろくごきんせいじょうもく）、文亀
元 （１５０１）年に細川政元によって発せられた
条目（写）である文亀御禁制条目（ぶんき
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ごきんせいじょうもく）は、『中世法制史料
集』（岩波書店刊）の中に翻刻・収録されて
います。
　この時期の資料として最後にあげておか
なければならないのは、甲斐国の戦国大名
武田信玄によって制定された分国法度であ
る甲州法度之次第（こうしゅうはっとのし
だい）一巻です。これは、信玄が領国支配
のための基本法として天文１６ （１５４７）年に
発布したもので、もと２６箇条であったもの
が後に５５箇条に増補されたと考えられて
いますが、当室で所蔵しているのは天正８
 （１５８０）年に書写されたもので、５５箇条から
なります。

Ⅱ　近世

　法制史資料室に所蔵されている資料の大
部分は近世文書で、幕府や諸藩の法令・裁
判関係記録の原本・写本類が中心です。
　まず江戸幕府の法としては、幕府が編纂
した法令集である御触書、裁判・行政上の
事案処理規準や先例を提示した幕府の内規
集ともいうべき御定書、幕府の刑事裁判判
例集である御仕置例類集、農政に関する幕
府の官撰資料集である公裁録、公裁筆記、
江戸町奉行所関係の指令・判例などを老中・
評定所との間の伺・指令のやりとり等も含
めて分類編纂した記録である撰要類集、幕
府役人への問合せと回答を集め法実務上の
参考資料として編集した問答集などがあり
ます。このうち、御當家令條（慶長２
 （１５９７）年－元禄９（１６９６）年）、武家厳制
録（慶長３（１５９８）年－元禄１６（１７０３）年）
は近世初期の江戸幕府法令集として重要で
あり、また三奉行問答は、享保から弘化に
かけて１３０年間１５００件余の問答を収録した
代表的な問答集の一つです。
　諸藩の法令としては、 厚生雑誌（伊予松
山藩）、島方郡方式（高崎藩）、大成有司心
得（佐野藩）、北藩秘鑑（金沢藩）などがあ
げられます。

　さらに、奉行所や代官所の記録、相州
村々御用留、相州藤沢宿外五十一ヶ村組合
御取締御改革御用留や関宿御用留覚帳のよ
うな御用留、株仲間や問屋仲間の記録、検
地帳、五人組帳、宗門改帳など、広い意味
での法制資料も多数所蔵しています。
　また、法制資料に限られず、関東甲信越
を中心とする全国の地方史資料を所蔵して
おり、なかでも京阪文書（けいはんもん
じょ）は京都・大阪関係の町方・村方文書
５０００点余を集めたものです。その他、離縁
状・借金証文・土地証文等の一紙物文書約
 ６００点、武鑑、古地図、さらには文書以外の
法制資料として、高札、十手、袖がらみな
どの刑具も当室の資料の一部です。
　近世文書のうち、二つの貴重資料につい
て触れておきましょう。
・琉球評定所記録

　琉球王国の政治・行政組織である首里王
府の中枢機関とされていた評定所で記録・ 
保管されてきた文書の筆写本です。原本は
琉球処分（１８７９年）の際に内務省に接収さ
れ、関東大震災のためほとんどが焼失しま
した。近世沖縄史研究の基本的資料です。
・英国大使館文書

　幕末から明治初年にかけて江戸幕府・明
治政府から駐日英国公使等に送られた外交
文書のうち日本語原本の部分を集めたもの
で、日英外交史研究上の貴重な資料です。
昭和２６（１９５１）年に英国大使館から払い下
げられ古紙として廃棄される寸前に、東京
大学法学部と早稲田大学図書館に引き取ら
れて滅失を免れました。（その経緯は早稲
田大学図書館月報 №６および早稲田大学
図書館紀要第１号に詳述されています）

Ⅲ　近代立法関係資料

　近代の資料としては、明治以降日本の近
代法典編纂事業を担った法典調査会関係の
資料があります。
　まず、法典調査会叢書（日本学術振興会
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謄写本）は法典調査会の審議録をタイプ謄
写したもので、東京大学はじめ全国８ヶ所
に配付・保管されています。
　法典調査会穂積陳重博士関係文書は、明
治から大正にかけ法典調査会起草委員とし
て民法典編纂事業に参加し、さらに商法・
民事訴訟法・刑法・刑事訴訟法などの立法
事業において中心的役割を果たした本学部
教授・穂積陳重博士（１８５５－１９２６年）の
もとに保管されていた立法関係資料を整理
したもので、日本の近代立法史研究の基礎
的資料です。
　その他、憲法、民法、商法、法理学、羅
馬法など明治期に本学部でおこなわれた講
義を当時の学生が筆記した講義録も所蔵し 

ています。

　法制史資料室所蔵資料の中には国書総目
録に掲載されていないものも含まれており、
また現在のところ OPACでは検索できま
せんので、所蔵状況については直接法制史
資料室へお問い合わせください。なお利用
方法については法学部のホームページ・法
学 部 ラ イ ブ ラ リ ー （http：//www.j.u-
tokyo.ac.jp/lib/）もご覧ください。

　電話・Fax：０３－５８４１－３１６６
　　 　e-mail：lhoseisi＠ j.u-tokyo.ac.jp

（くちいし　くみこ）

　学内限定であった経済学関係のWeb情報への入口と経済学部所蔵のデジタル資料
が見られる 「Engel」（エンゲル）を、７月より学外にも公開致しました。これにより
ご自宅からの利用が可能になりましたので、お知らせ致します。

URL：http：//www.lib.e.u-tokyo.ac.jp/engel/index.html

図書館（室）ニュース

経済学部図書館

 「Engel」　学外公開のお知らせ

　総合図書館では、７月２６日から１０月末までの予定で標記の常設展を３階ホールに
て開催しています。
　赤門の由来を伝える絵画資料『松之栄』、大学創生期にあたる明治初期の様子を伝え
る『東京第一大学区開成学校開業乃図』の２点を拡大パネル化しました。東京大学の
沿革史を図示しながら、キャンパスに関わる事項についても文献を紹介しています。
　この展示会を通じて、より多くの方々に東京大学の歴史と本郷キャンパスについて
知っていただければ幸いです。

附属図書館展示委員会

常設展『東京大学の歴史とキャンパス』の開催について
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　地震研究所図書室 （以下図書室と呼ぶ）に
は普段、文献の検索や雑誌の閲覧に行くの
が主であるが、先日、ある知り合いの研究
者に頼まれて桜島の大正噴火の映像を探し
に図書室のビデオ庫に立ち寄った。図書室
の係の人と地震研究所にある火山の映像の
話をしていると、映像以外にも個人の研究
者から寄贈された古い火山の写真や資料が
たくさんあることを教えられた。さっそく、
それらの写真をめくっていると、自分の歩
いたことのある火山の写真が出てきた。懐
かしい感じを覚えながらページを進めてい
くと自分の研究している火山の写真が何枚
も出てくるではないか。見覚えのある風景
を眺めていると、その中の数枚の写真に目
がとまった。その写真は北海道の駒ヶ岳火
山の１９２９年以前に撮影されたと考えられ
る山頂の火口の様子を写したものであった。
　私は火山の噴火履歴の研究をしている。
学生時代から北海道駒ヶ岳火山（以下、
駒ヶ岳）という国内でも最も活動的な火山
の一つについての研究を行ってきた。活動
的な火山において、その噴火履歴や活動様
式を明らかにすることは、近い将来予想さ
れる噴火の推移や規模を予測する上で重要
なことである。また噴火予測を行う上では、
多様な噴火現象に対応するために一つでも
多くの噴火事例について活動の詳細を明ら
かにする必要がある。
　少し駒ヶ岳についての話をすると、駒ヶ
岳は、数万年前から活動している火山で、
ここ４００年間ぐらい最も活発に活動してい
る。この４００年間で、火山の風下側半径８
 ㎞ 以内で厚さ１ｍほども軽石がつもるよ
うな爆発的な噴火を４回も経験している。
そのほか小規模な噴火も多数起こっている。
２０００年の噴火で記憶に新しい対岸の有珠
山が４００年間に１０回の噴火を行っているの

にくらべ、駒ヶ岳の噴火は、回数で言えば
半分と少ないが、その規模は大きく、本格
的な噴火が起これば被害も甚大なものとな
る特徴を持っている。ここ数年はごく小規
模な噴火を10回ほど繰り返しており、活動
が活発化している。しかし、直接人間に被
害が出そうな噴火は１９２９年以降８０年近く
起こっていない。
　古記録と地質学的な研究から駒ヶ岳では
１９２９年以前に１６４０年、１６９４年、１８５６年と
３度にわたって大きな噴火が起こっている
ことが明らかにされている。駒ヶ岳の噴火
は北海道という土地柄もあって、１８００年代
の噴火であってもあまり詳細に記録が残っ
ていない。写真に関しても１９２９年以前の
ものは非常に少なく数が限られているのが
現状である。 １６４０年、 １６９４年、 １８５６年につい
ては古文書などに記載されている噴火の記
録を探しによく図書館に行ったものである。

　今回、図書室で偶然みつけた写真は、
 １８５６年以降１９２９年以前に撮られた写真で、 
 １９２９年の噴火前の状況を知る上で重要な
ものである。これまでにも論文に掲載され
ている写真は２枚ほどあったが、あまり写
りがよくなく、細部まで写っているものは
ない。今回の写真は、火口の中に小規模な
溶岩ドームが写ったもので、非常に鮮明で
細部までよく写っている。しかも論文には

図書室に眠っている個人資料

地震研究所火山噴火予知研究推進センター助手　　吉本　充宏

ぶっくぽすとNo.１１

南麓の大沼から望む１９１８年当時の駒ケ岳
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載っていなかったカットが何枚もあった。
これまで駒ヶ岳の噴火の歴史の中で溶岩
ドームの記録が残っているのは１８５６年の
噴火だけで、その記録も論文に掲載されて
いた前述の２枚の写真からの情報のみであ
る。このドームも１９２９年の噴火によって
跡形なく破壊され、現在ではそのかけらす
ら探すことができない。そのため、溶岩
ドームについて詳しく調べるためには今回
みつかった写真だけが頼りなのである。今
回の写真から、溶岩ドームの上には１８５６年
以降の小噴火による火山灰が堆積し、その
上面には植生が回復していることから、
 １９１８年当時溶岩ドームはかなり冷えてい
たと推測できる。また、溶岩ドームは、
１８５６年の大噴火の後、火口底を押し上げて
成長したことが解ってきた。さらに詳しく
写真判読すれば、１９２９年噴火以前の火口の
形状や旧地形、１９２９年以前の小噴火の規模
などいろいろなことが解ってくると考えて
いる。
　火山の噴火は台風や大雨などの気象災害
に比べて、発生回数が非常に少ない。しか
も最近起こった事例については、非常によ
く記録されているが、一昔前になるとなか
なか記録に残っていないものである。雲仙
普賢岳１９９０－９５年噴火や三宅島２０００年噴
火では山頂の形が大きく変化したが、それ
以前の写真や映像といったものでも、カメ
ラやビデオがこれだけ普及している現在で
は、比較的容易に入手できるであろう。し
かし、１００年前の噴火のものとなるとそう
もいかない。仮に撮られていたとしても非
常に少ないし、論文などに公表されている
ものはこれらのごく一部であり、公表され
たもの以外は個人資料として埋没している。
当時は重要と思われず、論文に掲載されな
かった写真の中には現在の知識で見直すと
新たな発見があるものもあるかもしれない。
しかし、こうした個人資料は、運良く残っ
ていたとしても教授からその弟子へまたそ
の弟子へと引き継がれるうちに、撮った場
所や日付、さらには撮った山さえも分から
なくなっていることがある。実際に今回図

書室で見たものは、駒ヶ岳とは別の火山の
ものとして記載されていた。このような個
人の研究者によって寄贈された貴重な資料
が、他にもいろいろな大学に残っているの
ではないだろうか。しかし、このような写
真や映像などは雑誌や書籍と異なってタイ
トルがあるわけでもなくまた統一したシス
テムで管理されていないため、検索するこ
とが困難であり、活用できるような現状で
はないのではないだろうか。寄贈されてい
る資料についてはまだよいが、寄贈されて
いない貴重な資料がいろいろな研究室に膨
大に残されているであろうと思われる。私
の所属する研究室にも引退された諸先生方
の写真や映像、スケッチなどの個人資料が
段ボール数箱分残っている。最近これらの
一部の資料を整理していたときに三宅島
 １９４０年噴火の１６㎜ フィルムの映像を見つ
けた。この映像もやはり報告書や論文など
では読み取ることのできなかった噴火の様
子が写っており、当時の噴火の状況を知る
ものとして非常に重要なものであった。こ
のような映像や写真が図書館に寄贈され、
またこれまである隠れた資料が、検索可能
な資料として公開されれば、火山噴火の理
解や噴火予知に大いに役立つのではないだ
ろうか。また火山だけでなく、自然災害に
関わる研究に関しても、このような個人資
料が有益な情報となるであろうと考えられ
る。今後、このような個人資料の検索可能
なシステムが構築されることを期待したい。

（よしもと　みつひろ）

北側から撮影された１９１８年当時の溶岩ドーム
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１．Web of Knowledge

　Web of Knowledgeは、引用リンクをベースとした学術情報プラットフォームです。東
京大学では、２００４年４月より以下のデータベースをWeb of Knowledge上で利用すること
ができるようになりました。
　・Web of Science（引用文献データベース）
　・BIOSIS Previews（生命科学系データベース）
　・Journal Citation Reports on the Web（学術雑誌の引用統計指標）

Web of Knowledge について

情報基盤センター学術情報リテラシー係

＜Web of Knowledge の機能＞

１．ユーザー登録　ユーザー登録を行うと自分専用の画面を作成できます。
２．検索式保存　作成した検索式をWeb of Knowledgeサーバやローカルのパソコンに保
存することができます。
３．アラート設定　サーバに保存された検索式を定期的に実行し結果がメール送信される
Search Alert、ある論文が引用されたらメール送信されるCitation Alertを利用できます。

Web of Knowledge　　http：//www.isiknowledge.com
� �����������������������������������������������

� �����������������������������������������������

�

� �

�
�
�

�
�
�
�

Web of Knowledge［トップページ］

ユーザー登録画面へ

ユーザー登録済の場合は
メールアドレスとパスワー
ドを入力して、SIGN IN！

Signed In：SIGN IN
すると表示される

・ユーザー登録設定の変更
・保存した検索式名表示
・Citation Alerts表示

個々のデータベース
へのアクセス

Cross Sesrch
簡略検索
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－８１－

４．データベース統合検索（Cross Search）　Web of Science、BIOSIS Previews及び 無
料データベース PubMed、Agricola等の統合検索が可能です。

２．Web of Science

　Web of Scienceは主要な学術雑誌（約９， ０００誌）の論文情報・引用情報を収録する引用
文献データベースです（１９７０年以降）。自然科学・社会科学・人文科学の３つのデータベー
スからなり、毎週約２５， ０００件のデータが追加されます。
　通常のキーワード検索に加え、引用論文に着目した検索  ＿＿  「この論文がどんな論文
を引用しているか」「この論文はどんな論文に引用されているか」そして「同じ論文を引用
している論文にどのようなものがあるか」というような文献調査 ＿＿  ができます。

＜利用のメリット＞

１．引用の流れを追うことで、研究の流れがわかります。
２．通常のキーワード検索による文献調査では見逃していた論文が見つかります。
３．あるテーマに関して、最多被引用文献（最も影響力のある文献）がわかります。
４．異なる分野・学際領域分野での応用を知ることができます。

検索結果表示件数の
上限は１０万件

Web of Science［検索画面］

引用文献・被引用
文献等へのリンク

「東京大学で利用できる
電子ジャーナル検索」ペ
ージへのリンク

・検索結果の並べ替え
・必要な文献だけをまとめて出力
・著者・刊行年等での分析・ラン
　キング表示（統計解析機能）

［検索結果一覧（Summary）画面］
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［詳細表示画面］
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３．BIOSIS Previews

　BIOSIS Previewsは世界 90カ国以上
の雑誌論文（約５， ２００誌）、レビュー論
文、会議録や図書、特許等の書誌情報
を収録する生命科学・生物医学分野の
包括的なデータベースです（１９８５年以
降）。毎週約１０， ０００件のデータが追加
されます。
　Web of Knowledgeに搭載されたこ
とにより、Web of Scienceとの共有文
献については、引用文献・被引用文献・
引用文献を共有する文献（関連文献）
へのリンクが利用できるようになりま
した。
　２００４年末には統計解析機能の追加等
のアップグレードが行われる予定です。

４．Journal Citation Reports on the Web

　Journal Citation Reportsは学術雑誌
の文献間の引用・被引用関係を分析し
たもので、その雑誌の論文が一年間に
引用された総回数や "Impact Factor" 
などを調べることができます。
"Impact Factor" とはその雑誌に掲載さ
れた「平均的な論文」がその対象年中
にどれくらい頻繁に引用されたかを示
す尺度で、雑誌評価の一つの指標とし
て利用されています。
　Science Edition（約６， ０００誌）と So-
cial Sciences Edition （約１， ７００誌）が
毎年発行され、現在は２００１年版から
２００３年版を利用できます。

　ますます使いやすくなったデータ
ベースを皆さんの研究・学習にお役立
てください。
　情報基盤センター学術情報リテラシー係ではWeb of Scienceの定期講習会を開催して
います。p .８６のお知らせをご覧のうえ是非ご参加ください。

Web of Science
へのリンク

引用文献・被引用
文献等へのリンク

引用件数データ
のグラフ表示

「東京大学で利用できる
電子ジャーナル検索」ペ
ージへのリンク

BIOSIS Previews［詳細表示画面］

Journal Citation Reports［詳細表示画面］
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　情報基盤センター図書館電子化部門では、このたび情報リテラシー教育支援の一環とし
て、文献調査の方法を自習形式で学べるオンライン・チュートリアルを作成いたしました。

URL：http：//www.lib.u-tokyo.ac.jp/dl/gacos/tutorial/

　Flashを利用したアニメーションと音声ナレーションにより、学術情報を収集するため
の基本的スキルを楽しみながら習得できる e-learning教材です。学内・学外を問わずいつ
でもどこでも、「必要なひとが必要なときに必要なことを学べる」便利なシステムですので、
ぜひご活用ください。
　コンテンツは以下の６種類で、それぞれ日本語版、英語版を公開しています。
　　●　文献調査のお手軽ガイド
　　●　データベース講習会　OPAC編 / FELIX編
　　●　文献調査の達人を目指せ！　電子ジャーナル　基礎編 / 応用編 / 利用上の注意編
　コンテンツの途中からでも再生可能なので、文献検索や電子ジャーナルの利用に困った
とき、その場ですぐ参照することができます。また、スケジュールの都合でデータベース
定期講習会（http：//www.lib.u-tokyo.ac.jp/dl/koshukai/　参照）に参加できない方にも最
適の教材です。
　情報基盤センターでは、利便性の高い情報リテラシー教材として、今後もオンライン・
チュートリアルのコンテンツの充実をはかっていく予定です。皆さんに積極的にご利用い
ただくと共にチュートリアルのサイトに用意してあるアンケートにて、ご意見・ご感想を
お寄せいただければ幸いです。

※GACoS （http：//www.lib.u-tokyo.ac.jp/dl/gacos/index.html）メニューの  "オンライ
ン・チュートリアル " からも利用できます。
　お問い合わせ：情報基盤センター学術情報リテラシー係　literacy ＠ lib.u-tokyo.ac.jp

Let’s try e-learning�　オンライン・チュートリアル公開のお知らせ

情報基盤センター学術情報リテラシー係

Title:図書館9.ec6 Page:83  Date: 2004/09/09 Thu 09:39:42



図書館の窓

－８４－

Vol． ４３ No．４ ２００４．９

蔵　　書　　数
職員数＊

逐次刊行物図　　　　書

合　計欧　文和　文合　計洋　書和　書定員外定員内

（種）（種）（種）（冊）（冊）（冊）（人）（人）

３，１９６１，７７８１，４１８５９８，７６５３７２，４３４２２６，３３１４１４大学院法学政治学研究科・法学部研究室

７９７９０７１，７７７７１，７７７００４　外国法文献センター

６，９２０２９６，８９１５４，６４０７９９５３，８４１３３　近代日本法政史料センター

８，０６１４，９４０３，１２１３０８，４７２２０４，８８８１０３，５８４１６１０医学図書館

７，４１４４，１２３３，２９１３８１，７７７２３８，０２０１４３，７５７１６１５大学院工学系研究科・工学部図書室（１５室）

１０，２３０３，９８２６，２４８９１６，６９４４８４，３５４４３２，３４０２３８大学院人文社会系研究科・文学部図書室

７，２７８４，９８９２，２８９２３５，７０９１９７，８９０３７，８１９８９大学院理学系研究科・理学部図書室（６室）

１１，６３７５，４６６６，１７１３８５，０３４１６５，６５２２１９，３８２１０１３農学生命科学図書館

１１，９１６４，８１４７，１０２７０３，４５８２９８，６８３４０４，７７５１９１２経済学部図書館

４，５４８２，６３５１，９１３１，０７１，７２１５３３，７５５５３７，９６６２１１８駒場図書館 （総合文化研究科図書館・自然科学図書室を含む）

１，０８２９３４１４８６６，５２５５９，０５３７，４７２３０　アメリカ太平洋地域研究センター

３，２０４９４５２，２５９１１９，２２８５７，４８２６１，７４６２４大学院教育学研究科・教育学部図書室

５３４２８７２４７３６，８８９２７，９４２８，９４７１２薬学図書館

１，４５１１，３０２１４９１３９，８３１１２７，０２１１２，８１０３３大学院数理科学研究科図書室

６４５８６７，５８１２，２７７５，３０４－－大学院新領域創成科学研究科図書室 ＊＊

１，０４３４４７５９６１０１，０６２４４，１２６５６，９３６２
４

大学院情報学環・学際情報学府図書室

０００１７，４０９４，９９６１２，４１３２　社会情報研究資料センター

５６１３１４２４７１９，６２６１６，１７０３，４５６０１大学院情報理工学系研究科コンピュータ科学専攻図書室

１，２８２９６２３２０６４，６０９５４，９４３９，６６６１２医科学研究所図書室

１，７０８８８５８２３４９，６３８３０，６３８１９，０００１３地震研究所図書室

５，６０７１，８５３３，７５４６１５，１００１５２，８７１４６２，２２９４６東洋文化研究所図書室

７，６２２３，５３７４，０８５３０７，８６９１２４，９９０１８２，８７９１９社会科学研究所図書室

２，２３０１，２８３９４７１５８，７８３９８，０５７６０，７２６０３生産技術研究所図書室

２，３２２１８０２，１４２４８４，７１５１３，４２６４７１，２８９７９史料編纂所図書室

４４４４１７２７２１，０６０１９，９８３１，０７７２１分子細胞生物学研究所図書室

２４０２１８２２１９，５５０１８，７６６７８４１０宇宙線研究所図書室

６７１５８６８５５８，２８９５３，６２９４，６６０１２物性研究所図書室

１，９０９８４５１，０６４３８，３０９２９，９４６８，３６３１２海洋研究所図書室

１５１８８６３８，４６１３，８６７４，５９４０１情報基盤センター情報資料室

２，９１６６６８２，２４８５，０６４２，０９６２，９６８１０総合研究博物館図書室

６７３２３５２，０９９１，０１３１，０８６２０アイソトープ総合センター図書室

１，５３９１，２７２２６７７４，１６３５４，９９３１９，１７０２２先端科学技術研究センター図書室

１０７，９２６４９，９４８５７，９７８７，１４３，９０７３，５６６，５３７３，５７７，３７０１５７１６０部局図書館（室）　計

２６，０２８１４，２００１１，８２８１，１９８，９７３４７３，０４８７２５，９２５２４４４総合図書館

－－－－－－２６柏図書館＊＊＊

１３３，９５４６４，１４８６９，８０６８，３４２，８８０４，０３９，５８５４，３０３，２９５１８３２１０総　計

１２７，７３６６０，３０９６７，４２７８，１１２，３３５３，９４５，５２７４，１６６，８０８１６７２１６参考（平成１４年度総計）

平成１５年度東京大学附属図書館統計表

＊　　 職員数のみ平成１６年５月１日現在（情報基盤センター・総合研究博物館は兼任）。
＊＊　 平成１６年度から柏図書館に統合。
＊＊＊ 平成１６年２月竣工。５月より部分開館。
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相互利用
（文献複写）館外貸出

（冊）

受 入 資 料 数

資料費
総　額

逐次刊行物図　　　　書

依　頼受　付（内購入）合　計欧　文和　文（内購入）合　計洋　書和　書

（件）（件）（種）（種）（種）（冊）（冊）（冊）（千円）

２０１１，１９３０１，２４８１，７６１１，０３３７２８６，０９４１０，７７９４，１９４６，５８５１５９，３３９

３１０２０７９７９７９０１，２０３１，６３６１，６３６０３９，８６５

０３６１０００００１８６１８５１，７８５

７，０５６１４，０３４１７，７１７７５３１，５１６６４６８７０６８４４，８９９２，９０４１，９９５９８，１２４

１，６５４０３４，１７８１，４２５２，４１８９８４１，４３４３，９１０４，９９３２，９４６２，０４７１３８，２７０

７２９１，６５７１３，７７６１，２７５１，９０８１，０９１８１７１０，７１９１７，４７５８，１８０９，２９５１６０，８２５

３４５７７１１，５０３６５８２，１４０１，３０８８３２８５０４，２６６３，３０３９６３１０９，０２１

１，５８８３２，９１６２３，３８９１，６６０３，７２２１，７６９１，９５３２，８２５５，０３２２，０７４２，９５８１１１，７９４

２６３１，０４２２７，４０６５３２１，１４５４６３６８２３，９２１１０，１３４３，０８１７，０５３７３，８５２

１，９８８１，８７０１０８，８５６２，０１３３，５５７１，７５７１，８００８，７７０５９，０８８２１，６４７３７，４４１１８７，６９１

００３，５８０９３１６４１２１４３１，２５７２，０１３１，４１６５９７１３，７３０

４６７２，４６１１２，９８９４５７１，２３８３０８９３０５０４２，４６７１，１３７１，３３０１８，７８０

２７９４４２，１６１１１６２２５１２２１０３７４７２４５８５１３９２２，４３３

１５８６７９５，６２２３５６６４７６１３３４１，２６０２，８７５２，６９５１８０７０，３５３

１１４０１０７３９３９３９０１，０１１１，５４７６８４８６３１１，０５３

４９７６８５，５１６１９２３４０１４６１９４６６１１，９９３７９５１，１９８９，０８１

０００００００４３９４３９２９９１４０１２，７５２

２２０２，４３３２４７２６６１７２９４１，７２８２，１０３１，７０２４０１１９，９９７

３９４４３２４，９９１１２７１４９１３８１１１４４１，２３７１，１９３４４３４，４７７

３９１２１１，２７４１７７１，２１１７４８４６３７４６２５３５９２６６２１，１１６

３０５２２２３６８８６１，６７１３２０１，３５１８，６２９１４，３２６４，３１８１０，００８６６，３９６

３８５５９１１，９３９８２８１，５０１５０７９９４１，６３９５，０３８１，９１２３，１２６２７，９４８

２，７２１９６０１，７６５３９０８５１４１９４３２７７５１２２６６２４６３８，２５０

９２８２０９０８０９１５７９４１，４５５５，９５６２４６５，７１０３９，４１９

９３０２１５３２０２３０１７２０２０１２０１０１，３５８

１６２１４９０９６８１１５１１９１６９１５７１２３１，９７１

４３１１０７８５２００２１３１７５３８２２１１，３２８１，２１６１１２６２，９７２

２１０６４９１，６２１１９１１，１８９４５３７３６５１６６７５２８１３９２４，４２４

００５２６８７７４８２９０１４８８９５９６，２７３

００００６４３９９５４４１１６２８１５４２６

００１５５８３５３２３２８２４７０１

１，６０２２０６８２０１０２２７１５３１１５５９２６３２９６３，８５８

２０，０９６６１，０５１２９３，１６０１４，２０８２９，８０７１３，６９４１６，１１３５８，６６４１６３，５０９７０，０４３９３，４６６１，６１７，９３４

０９，３９０２３１，９９８３２７３，７３５７４４２，９９１１０，８９２１７，８５６３，８５４１４，００２１１６，８５０

－－－－－－－－－－－－

２０，０９６７０，４４１５２５，１５８１４，５３５３３，５４２１４，４３８１９，１０４６９，５５６１８１，３６５７３，８９７１０７，４６８１，７３４，７８４

２５，０７３６８，３６２３９７，２５９１５，８８２３７，７０７１６，２０９２１，４９８７４，８６８１３０，９４６６８，６５３６２，２９３１，７７９，９９５

平成１６年３月３１日現在＊

「平成１６年度大学図書館実態調査」回答より）
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図書館の窓
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Vol． ４３ No．４ ２００４．９

◆会　場：総合図書館　１階　メディアプラザⅠ　講習会コーナー
◆定　員：各回１２名です。（予約は不要です。時間までに会場へ直接集合してください。）

９月～１０月のデータベース定期講習会のお知らせ　
情報基盤センター学術情報リテラシー係

授業で指定された文献や参考文献リストに記載された文献の所在調査のテクニッ
クを習得することを目的とします。ＯＰＡＣなど基本的なデータベースを使った
実習を中心に、効率的な文献の探し方を紹介します。

入　門　編
Introductory Course

雑誌記事索引、SwetScan、PCIの３つのデータベースが統合検索できる目次情報
検索システムFELIXを用いて、文献を調査し入手するまでの方法を検索実習を行
いながら紹介します。

FELIX 編

引用索引データベース Web of Science の検索実習を中心に、文献調査方法と電子
ジャーナルの利用について紹介します。

Web of Science 編

基本的な電子ジャーナルの利用方法や利用上の注意点から、代表的な出版社が提
供する電子ジャーナルシステムを用いた効率的な文献検索方法まで、実践演習を
行いながら紹介します。

電子ジャーナル 編
Electronic Journals

スケジュール　（２００４年９月～１０月）

ご都合の良い時間帯を選んでどうぞご参加ください。（１１：００�１２：００、１５：００�１６：００、１８：００�１９：００）

金木水火月

９ /３９ /２
１５ : ００�１６ : ００
電子ジャーナル

９ /１８ /３１８ /３０

９ /１０９ /９９ /８９ /７
１１ : ００�１２ : ００
Web of Science

９ /６　英語編
１５ : ００�１６ : ００
入　門

９ /１７９ /１６９ /１５
 １８ : ００�１９ : ００
入　門

９ /１４９ /１３

９ /２４
 １１ : ００�１２ : ００
FELIX

９ /２３
休　日

９ /２２
休館日

９ /２１９ /２０
休　日

 １０/１９ /３０９ /２９９ /２８　英語編
１１ : ００�１２ : ００
FELIX

９ /２７
１５ : ００�１６ : ００
Web of Science

 １０/８ １０/７ １０/６ １０/５
１８ : ００�１９ : ００
電子ジャーナル

 １０/４

 １０/１５
 １５ : ００�１６ : ００
入　門

 １０/１４ １０/１３ １０/１２ １０/１１
休　日

 １０/２２ １０/２１
１８ : ００�１９ : ００
Web of Science

 １０/２０　英語編
１１ : ００�１２ : ００
電子ジャーナル

 １０/１９ １０/１８

 １０/２９ １０/２８
休館日

 １０/２７
 １５ : ００�１６ : ００
FELIX

 １０/２６ １０/２５

ご要望に応じた内容で行う出張講習会、個人向け講習会も実施しております。ぜひご活用ください。

お問い合わせ先　：　情報基盤センター学術情報リテラシー係（内線２２６４９）
literacy＠ lib.u-tokyo.ac.jp 　／　 http：//www.lib.u-tokyo.ac.jp/dl/koshukai

英語編も
好評開催中�
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Vol． ４３ No．４ ２００４． ９ 図書館の窓

－８７－

　８月２日（月）と３日（火）の２日間、本郷キャンパス、駒場キャンパス等で東京大学
オープンキャンパスが催されました。この催しは、主に高校生を対象とし、本学の教育・
研究の一端に直接触れてもらう機会を提供するため、毎年行なわれているものです。総合
図書館と駒場図書館でも、オープンキャンパスの企画の一環として、多くの方の見学を受
け入れました。両図書館での状況について報告します。

■総合図書館

　総合図書館見学は、８月２日（月）に実施された研究所施設見学コースの中の文系コー
スに位置づけられました。あらかじめこのコースに申し込んでいた方１４７名に、抽選漏れ
や当日直接来られた方 329名を加えた計４７６名が参加しました。
　参加者は、大玄関から入館した後、館内の順路に従って、1階の参考室、メディアプラ
ザＩから大階段を上がり、３階のホール、閲覧室を巡り、再び 1階に戻って新聞コーナー、
洋雑誌閲覧室を見学しました。学習・研究に勤しむ学生たちの姿を目の当たりにして、大
学図書館の知的な雰囲気が感じられたのではないでしょうか。
　また、ロックフェラーの手紙や南葵文庫の扁額など、図書館の歴史を物語る文物の説明
に耳を傾け、常設展「東京大学の歴史とキャンパス」の展示資料を興味深くのぞきこむ参
加者も多く見受けられました。
　年々、参加者の層が高校生だけでなく、一般市民などにも広がりつつあります。総合図
書館では通常の開館日にオープンキャンパス見学者を受け入れているため、今後どの程度
まで拡大できるか、検討課題となりそうです。
　今回は実施に当たって、ジュニア TAの学部学生に引率・立会い等の協力をいただきま
した。

オープンキャンパス２００４
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■駒場図書館

　８月３日（火）駒場キャンパスにおいて、第 2回目のオープンキャンパスが行われ、当
日のプログラムのひとつとして駒場図書館見学を実施しました。
　今回のオープンキャンパスでは、ジュニア TAによる参加者への案内が特徴で、駒場図
書館担当の４名のジュニア TAは、図書館の利用法や大学生活について参加者が質問しや
すいように工夫しながら、積極的に声を掛けていくなど大活躍でした。
　当日の入館者数は、駒場キャンパスの参加者総数の半数を超える３２６名で、駒場図書館
の特徴である東西両壁面と天井をおおうガラス窓と５階から３階までの吹き抜けからなる
 「光の回廊」を楽しみ、たくさんの開架図書に囲まれて、大学生活の気分を味わっている様
子でした。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 編 集 室 だ よ り ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

東京大学附属図書館報“図書館の窓”　Vol. ４３ No.４（通巻４１８号）　２００４年９月１日発行
発行人　笹川郁夫　　編集委員　委員長・高橋　努　　副委員長・佐藤千春
委員・石川真樹・羽野敦子・梅沢耕助・森松富美子・胡内奈都子・石川一樹
東京大学附属図書館発行　〒１１３-００３３ 東京都文京区本郷７�３�１　電話 ０３  （５８４１）  ２６１２

　そろそろお散歩をするのにも気持ちのよい季節となりました。ところでキャンパスを歩いていて、こ
の木は何だろうと思ったことはありませんか。そんな時は『東京大学本郷キャンパスの樹木：東大構内
樹木調査結果報告書』（東京大学大学院農学生命科学研究科森林科学専攻編、２００３）が役立ちます。これ
は構内のどこにどんな木があり、どんな状態かを一本一本詳細に調べたものです。総合図書館や農学生
命科学図書館など学内の図書館 （室） でも所蔵していますのでどうぞご利用下さい。 ������ （森松）

�図書館の窓�へのご意見・ご感想をお寄せください。
kikaku ＠ lib.u-tokyo.ac.jp
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